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・ポリマー高グラフト化培養皿；2+ / 3+ / 4+  以上 5群に分類。 
培養皿に一律に I型コラーゲンコート(600μg/ml/well 3hours）を行い、ラット分
離肝細胞培養を行った。 
実験動物：Sprague-Dawley(SD)rat ♂ 12～14W を用いた。2-step collagenase 法
にて肝細胞分離。細胞密度は 1.1×106cells/35mm dish で播種した。 
培養液組成：DMEM + 10%FBS + Dexamethasone(10-7M)+ Insulin(0.5μg/ml)+ 





結   果： 
形態観察では、培養皿上の PIPAAm 量が多くなるに従い、肝細胞は立体的な形態を
呈し、長期培養（7日目・14 日目）により一部はスフェロイド体を形成した。電子顕
微鏡画像では、(-)群では stress fiber や oil drop が観察されたのに対し、4+群で






考   察： 
培養肝細胞の長期機能維持に関してはこれまで種々の報告がなされており、肝細胞
スフェロイドの形成を促すことがその一助になることは知られている。しかしながら
その培養方法には特殊な器材や培養環境が必要であることが多く、広く普及はできて
いない。 
今回、PIPAAm 高グラフト化表面で培養することにより培養肝細胞のスフェロイド化
が促進され長期機能維持が可能となった。本培養系の利点としては、・静置培養が可
能であり簡便であること、・温度応答性培養皿上での培養であり、細胞間の接着を損
傷することなく温度変化のみで肝細胞回収が可能であること、が挙げられる。スフェ
ロイド化が促進された理由としては、Focal adhesion kinase(FAK)に代表される細胞
外マトリックスを保ちやすい環境にあると想像される。今後の薬物代謝実験や肝再生
医療への応用が期待される。 
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